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⃝令和６年度秋田県宗務所歳入歳出予算

⃝他



第 53 回　秋田県宗務所檀信徒本山研修会　於　大本山永平寺　令和５年 10 月 26 日

令和 6 年 1 月 1 日に発生した地震で被災された方がたにお見舞い申し上げます
令和 6 年能登半島地震復興協力について

　曹洞宗では、被災された方がたへの支援の一環として、募金活動を行っております。皆さまの
温かいご支援、ご協力をお願い申しあげます。
　曹洞宗義援金 https://www.sotozen-net.or.jp/teqw/20240102_1.html

【曹洞宗義援金 送金先】郵便振替：00190-2-604062 口座名義：曹洞宗義援金
【SVA 緊急募金】郵便振替：00170-8-397994 加入者名：SVA 緊急救援募金

野外研修　藏傳寺にて　令和５年９月 11 日 野外研修　正傳寺にて　令和５年９月 11 日
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本
年
度
も
宜
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。令

和
六
年
元
日
、
石
川
県
能
登
半
島
を
震
源
と
し

た
地
震
が
起
き
、
津
波
・
火
災
も
発
生
し
、
甚
大
な

被
害
報
道
に
皆
様
も
驚
か
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
各
地

域
の
皆
様
、
ご
寺
院
様
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
、
復

旧
・
復
興
が
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。

昨
年
度
は
宗
務
所
行
事
に
加
え
、
管
区
事
業
に
も

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
殊
に
大
本
山
總
持
寺
開
山
太
祖
瑩
山
禅
師

七
百
回
大
遠
忌
予
修
法
要
を
、
管
区
集
会
に
引
き
続

き
宗
務
所
主
催
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
御

寺
院
様
・
御
寺
族
様
・
檀
信
徒
の
皆
様
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
宗
務
所
が
新
体
制
に
な
っ
て
１
年
が

ご

挨

拶

秋
田
県
宗
務
所

所
長

袴

田

俊

英

過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
落
ち
着
い
た
昨
年

は
、
宗
務
所
も
通
常
に
近
い
形
で
諸
事
業
を
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
現
職
研
修
会
、
全
県
梅
花
流

奉
詠
大
会
、
本
山
研
修
会
と
十
月
は
ま
さ
に
大
き
な

事
業
が
目
白
押
し
で
し
た
。
十
一
月
に
入
り
、
禅
セ

ン
タ
ー
設
立
記
念
集
会
、
併
修
し
て
予
修
法
要
と
禅

を
聞
く
会
を
開
催
。
予
定
さ
れ
て
い
た
主
な
事
業
は

無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
管
区
行
事

も
入
り
、
所
内
役
職
員
は
獅
子
奮
迅
の
働
き
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
と
は
言
い
な
が
ら
、
取
り
こ
ぼ
し

た
点
も
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
寛
恕
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

愈
々
本
年
度
は
七
百
回
大
遠
忌
正
当
と
な
り
ま

す
。
御
本
山
總
持
寺
様
で
は
、
四
月
二
十
一
日
法
定

聚
会
と
し
て
法
要
を
厳
修
、
そ
の
後
十
一
月
ま
で
全

国
よ
り
焼
香
師
様
が
拝
登
さ
れ
、
大
遠
忌
行
事
が
続

く
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
秋
田
県
宗
務
所
で
も
檀
信

徒
本
山
研
修
会
と
併
修
す
る
形
で
焼
香
す
る
機
会
を

設
け
ま
し
た
。
日
時
は
令
和
六
年
十
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
二
泊
三
日
。
御
本
山
に
は

二
十
一
日
の
上
山
、
翌
二
十
二
日
早
辰
の
焼
香
と
な

り
ま
す
。飛
行
機
を
使
用
し
て
の
行
程
と
な
り
ま
す
。

詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
予
定
に
入
れ
て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
も
昨
年
度
同
様
、

感
染
拡
大
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
対
面
に
て
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
秋
田
県
内
に
お
い
て
は
、
夏
の
異
常
な
猛

暑
と
豪
雨
災
害
、
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
と
、
生
命

を
脅
か
す
出
来
事
が
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
全
国
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化
、
少
子
高
齢
化
と
過

疎
に
よ
る
地
域
状
況
の
変
化
等
々
、
す
べ
て
人
間
の

営
み
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。
私

た
ち
自
身
が
自
ら
の
営
み
を
正
し
、
日
々
実
践
し
て

行
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う
。

瑩
山
禅
師
が
「
信
心
銘
拈
提
」
の
中
で
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
日
々
の
日
常
生
活
を
丁
寧

に
生
き
て
い
く
こ
と
が
、
実
は
、
自
ら
の
体
の
上

に
、
仏
祖
の
宗
風
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
れ
ば
、
こ
う
し
た
生
き

方
を
す
る
上
で
、
仏
祖
と
凡
夫
と
を
区
別
す
る
必
然

性
も
な
い
し
、
こ
の
生
き
方
以
外
に
、
何
か
別
の
物

を
求
め
る
必
要
も
な
い
の
で
す
。（
意
訳
）」（「
恩
を

知
り
恩
に
報
ひ
、
風
を
通
し
風
を
露
わ
す
。
衆
生
の

度
す
可
き
無
く
、
禅
道
の
参
ず
可
き
無
し
。
是
を
無

心
無
事
の
道
人
と
為
し
、
是
を
無
名
無
行
の
沙
門
と

為
す
。」）
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令和６年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
令和6年 事　　業 開催場所 備　　考

４月 19 日 布教委員会・布教協議会 宗務所
26 日 寺族会総会 宗務所

５月 24 日 婦人会総会 宗務所
所報第 137 号発行 予算報告　他

６月

３～８日 梅花特派巡回 管内 16 教場 特派師範３名
10~15 日 特派布教巡回 管内 18 教場 特派布教師３名
21 日 護持会総会 宗務所
21 日 監査会 宗務所

７月
８日 梅花流全県大会 秋田テルサ 秋田市御所野
26 日 通常所会 宗務所 決算

禅の集い 管内寺院
８月 ９～ 16 日 宗務所休務 盆休み

９月 27 日 梅花検定会（県北地区） 浄運寺 四級師範・三級詠範・
二級教範まで受検可

所報 138 号発行 決算報告　他

10 月

４日 梅花検定会（県央・県南地区） 宗務所 四級師範・三級詠範・
二級教範まで受検可

８日

現職研修会
　講師 宗乗：愛知県花井寺 井上義臣

老師
　　　人権：東大名誉教授 島薗進先生
　　　他　宗務庁派遣講師（未定）

歓喜寺 オンライン開催なし

21~23 日 本山研修会 總持寺 大遠忌焼香師

11 月

５日 宗務所寺族集会・研修会 宗務所

11 日
禅を聞く会
　講師 東北福祉大学長 千葉公慈老師
禅センター設立集会

秋田キャッスル
禅を聞く会 終わって設立
集会
宗侶寺族表彰式典

22 日 宗務所長杯スポーツ大会 ボーリング大会
12 月 25日 ~1月 8日 宗務所休務

令和７年

１月 30 日 宗務所梅花講役員会 宗務所
所報 140 号発行

２月 17 日午前 宗務所梅花講講長会 宗務所
17 日午後 諮問委員会・災害対策協議会 宗務所

３月 24 日 通常所会 宗務所 予算審議　他
25 日 徒弟研修会 宗務所
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
令和６年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

№ 令和 月　　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考
1 ６年 　４月　４日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

2 　５月　８日（水） 10 時 30 分 梅花部 講師等研修会

3 　５月　９日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

4 　６月１７日（月） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

5 　６月２７日（木）
10 時 30 分

布教部
写　経　会

13 時 30 分 仏教講座①

6 　７月　５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

7 　７月１９日（金） 14 時 00 分 研修部 研修会①

8 　９月　６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

9 　９月　９日（月）
10 時 30 分

布教部
写　経　会��

13 時 00 分 仏教講座②

10 　９月２０日（金） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修

11 １０月　３日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

12 １１月　１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

13 １１月１１日（月） 13 時 30 分 禅を聞く会（設立集会併催）

14 １１月２９日（金）
10 時 30 分

布教部
写　経　会��

13 時 00 分 仏教講座③

15 １２月　６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

16 ７年 　２月　７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

17 　２月１０日（月） 14 時 00 分 研修部 研修会②

18 　３月　７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

令和６年度　秋田県で開催される東北管区事業
令和6年 事　　　業 開催場所 備　考

７月 ２５～２６日 教化センター布教講習会 補陀寺
２６日午後 布教師特設検定 補陀寺

９月 ３～４日 管区寺族研修会 秋田キャッスル
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令和6年度曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
（単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 増　　　　減
歳入合計 60,245,569 58,000,000 △ 2,245,569
歳出合計 60,245,569 58,000,000 △ 2,245,569
差引残額 0 0 0

歳入の部 （単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　考
１　賦　課　金 40,918,960 40,882,800 △ 36,160

1. 寺 格 割 1,844,000 1,844,000 0
格地＠ 10,000 × 24　法地＠ 5,000 × 318
准法地＠2,000×7 　（全寺院数349ヶ寺）

2. 級 階 割 35,476,960 35,484,800 7,840 443,560 点× 80 円
（前年度県内寺院級階点数の合計）

3. 教 師 割 3,598,000 3,554,000 △ 44,000

大教師＠ 42,000 × 1 名
権大教師＠ 30,000 × 66 名
正教師＠ 6,000 × 152 名
一等教師＠ 3,000 × 118 名
二等教師＠ 2,000 × 133 名（R6.2.20 現在） 

2　手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1. 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各申請手数料　宗務所義財　梅花義財
3　補　助　金 1,000,000 950,000 △ 50,000

1. 補 助 金 1,000,000 950,000 △ 50,000

本庁事業補助　事務補助
徒弟研修会補助
梅花補助　教化補助
現職・寺族研修会補助
管区事務補助金・事務手当（半期分）　
他

4　諸　収　入 1,760,000 1,760,000 0

1. 諸 収 入 1,760,000 1,760,000 0
現職研修会受講料＠ 5,000 × 120 名
梅花検定料＠ 3,000 × 50 名
梅花奉詠大会参加料＠ 2,000 × 500 名
預貯金受取利息　他

5　繰　越　金 14,566,609 12,407,200 △ 2,159,409

1. 繰 越 金 14,566,609 12,407,200 △ 2,159,409 前年度繰越金
歳　入　合　計 60,245,569 58,000,000 △ 2,245,569
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
1　人　件　費 18,540,000 18,540,000 0

1. 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 6 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
2. 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 2 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
3. 傭 人 費 200,000 200,000 0

4. 旅　 費 4,500,000 4,500,000 0 管区宗連　教化センター　本庁　管区事業
各種講演会　本山研修会　他

5. 費用弁償 6,000,000 6,000,000 0
所長 8,000　副所長 4,000
教化 3,000　庶務 7,000
梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000　

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 8 名× 2 ×＠ 70,000
2　事　務　費 4,700,000 4,700,000 0

1. 備 品 費 500,000 500,000 0 書籍　事務機器更新他
2. 通 信 費 1,200,000 1,200,000 0 電話料　郵便料　配送料　他
3. 印 刷 費 400,000 400,000 0 封筒　賞状
4. 消耗品費 500,000 500,000 0 雑貨　事務用品　他

5. リ−ス料 1,000,000 1,000,000 0
AED　コピー機　電話機　OA 機器リー
ス料　
フレッツジャパン月額　他

6. 広 報 費 1,100,000 1,100,000 0 宗務所所報　年 3 回発行　寺院名簿印刷費
3　管　理　費 2,900,000 3,900,000 1,000,000

1. 維 持 費 800,000 800,000 0 保険料　清掃費　浄化槽管理料
警備保障　他

2. 地　 代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代

3. 営 繕 費 800,000 1,800,000 1,000,000
修繕費　他

（ 床 下 シ ロ ア リ 対 策 工 事 費 と し て
1,000,000 円追加計上）

4. 光 熱 費 1,000,000 1,000,000 0 電気・ガス・水道・灯油　他
4　会　議　費 1,500,000 1,300,000 △ 200,000

1. 所　 会 1,300,000 1,100,000 △ 200,000 通常所会 2 回

2. 委 員 会 200,000 200,000 0 監査会 1 回
諮問委員会・災害対策協議会 1 回

5　事　業　費 9,650,000 8,850,000 △ 800,000

1. 事 業 費 2,300,000 2,000,000 △ 300,000
現職研修 1,200,000
本山研修 400,000
徒弟研修会 200,000
所長杯 150,000　他

2. 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 0
布教特派事業（教場補助他 650,000)
宗務所布教師日当＠ 5,000 × 30 回
管内教場補助＠ 5,000 × 30 教場　他

3. 梅 花 費 5,000,000 4,500,000 △ 500,000

梅花特派巡回事業（教場補助他 650,000)
梅花全県大会 2,100,000
役員会・講長会 300,000
検定会 300,000
師範・詠範の会補助 700,000
師範・詠範の会一泊研修会補助 100,000
梅花養成所 200,000  他

4. 教 化 費 650,000 650,000 0 布教委員会・布教協議会（年 1 回）
各種研修会　他

5. 慰 問 費 100,000 100,000 0 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料　他

歳出の部� （単位：円）
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
6. 人権擁護
推進費 600,000 600,000 0 全国人権研修会　書籍　資料　他　

6　禅センター事業費 2,550,000 2,550,000 0

1. 会 議 費 200,000 200,000 0 各会議費　各委員会費
2. 布教部費 600,000 600,000 0 仏教講座　写経会
3. 研修部費 600,000 600,000 0 各種研修会　
4. 梅花部費 450,000 450,000 0 梅花流講習会　　　
5. 運 用 費 700,000 700,000 0 備品　禅を聞く会　他

7　補　助　費 8,059,000 7,759,000 △ 300,000

1. 事務補助 4,100,000 4,100,000 0 所費の 10% 各教区へ
2. 事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金
3.所護持会補助 1,000,000 700,000 △ 300,000 宗務所護持会補助金
4. 禅の集い 800,000 800,000 0 教区寺院開催補助金

5. 教化団補助 1,810,000 1,810,000 0
保護司 200,000　曹青会 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　尼僧団 100,000
教誨師 60,000

8　表　彰　費 200,000 200,000 0

1. 表 彰 費 200,000 200,000 0 住職勤続表彰　寺族表彰
9　慶　弔　費 2,500,000 2,500,000 0

1. 慶 弔 費 400,000 400,000 0 結制・落慶・本葬　他
2. 本山慶弔費 100,000 100,000 0 両本山慶弔会　他

3. 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 0 管内寺院住職・東堂・副住職 100,000
寺族 50,000

10　負　担　金 540,950 540,950 0

1. 全国所長会 157,050 157,050 0 全国所長会費　349 ヶ寺×＠ 450
（災害援護金　 349 ヶ寺×＠ 100 を含む）

2. 布教助成費 209,400 209,400 0 349 ヶ寺×＠ 600　
3. 管 区 費 174,500 174,500 0 349 ヶ寺×＠ 500　

11　交　際　費 400,000 400,000 0

1. 交 際 費 400,000 400,000 0
12　食　糧　費 1,300,000 1,300,000 0

1. 所会食糧費 700,000 700,000 0 通常所会 2 回

2.委員会食糧費 50,000 50,000 0 監査会 1 回
諮問委員会・災害対策協議会 1 回

3. 所内食糧費 550,000 550,000 0
13　選　挙　費 150,000 150,000 0

1. 副 貫 首 50,000 50,000 0
2. 宗務所長 50,000 50,000 0
3. 宗会議員 50,000 50,000 0

14　雑　　　費 150,000 150,000 0

1. 雑　 費 150,000 150,000 0 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
15　予　備　費 7,105,619 5,160,050 △ 1,945,569

1.災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0寺院火災見舞金　1ヶ寺分

2. 記念品代 760,000 560,000 △ 200,000 役職員退任記念品代 560,000
（224 万円を 4 年間分割で積立計上）

3.基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0
4. 予 備 費 345,619 1,600,050 1,254,431

5.財政調整金 3,000,000 0 △ 3,000,000 予備費と統合のため廃止
（来年度以降は当科目を削除いたします）

歳　出　合　計 60,245,569 58,000,000 △ 2,245,569

令和5年度宗務所基本金積立会計について
(将来の宗務所改築のための積立)

○　令和5年度分は、上記のように積み立てしております。

○　令和6年度の予算案には1,000,000で計上しています。
○　令和5年度の歳入歳出決算時の剰余金処分の状況で繰入金を増額する場合もございます。

令和5年度　基本金積立会計

令和6年度　基本金積立会計案

積立累積金 32,563,579
一般会計繰入金 1,000,000

利　息 527 0.002%
計 33,564,106

積立累積金 33,564,106
一般会計繰入金 1,000,000

利　息 537 0.002%
計 34,564,643
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宗務所に寄せられる相談等について（通知）

　各宗務所には、管内寺院についての相談や地域の苦情などが寄せられることがご

ざいます。普段は相談対応だけで終わることが多いのですが、宗務所として解決を

求められる事案もあります。

　現在、葬儀・法要の場における宗門僧侶の言動に関して、相談や苦情が宗務所管

内より寄せられております。式場や火葬場では、自坊の檀信徒だけでなく様々な方

とすれ違います。お施主様の御葬儀を担当して下さる職員や火葬場の職員の皆様に

対し、僧侶がどのような振る舞いをしているか多くの方から見られています。基本

的人権を侵害するような言動を行っていないか、不当な要求を行っていないか、そ

れぞれに自問いただき、宗門僧侶としての自覚を以てお勤め下さい。

　地域社会において僧侶の言葉は重く、責任のあるものです。そのことを深く胸に

刻み、人権問題の解決にともに取り組んでまいりましょう。

　なお、苦情の内容によっては被害の拡大を防ぐため、宗務所規程で定められてい

るところにより、人権擁護推進本部と協働によって関係者に聞き取り調査を行うこ

とがあります。管内寺院の皆さまにはご協力いただきますようお願いいたします。

【補足】

　曹洞宗宗務所規程　第 15 条　宗務所が処理する事項は、次のとおりとする。

　　（6）　宗務所管内の紛議の調停、和解に関する事項

　　（8）　人権擁護推進及び人権擁護推進委員会に関する事項
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現
在
私
は
、
海
外
に
於
い
て
日
系
外
国
人
の
方
々

の
生
活
の
中
で
、
布
教
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
檀
家
制
度
は
な
く
会
員
制
と
な
っ
て
お

り
、「
メ
ン
バ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
信
者
の
方
々
が
、

ご
先
祖
様
が
代
々
守
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
お
寺
を
「
自

分
の
お
寺
」、私
を
「
私
た
ち
の
和
尚
さ
ん
」
と
呼
び
、

布
施
の
心
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
、
お
寺
に
奉
仕
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
六
年
に
、
ハ
ワ
イ
国
際
布
教
師
の
任
を
拝

命
し
、
早
い
も
の
で
七
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

赴
任
当
初
、
十
ヶ
月
だ
っ
た
長
男
は
も
う
す
ぐ
八
歳

に
な
り
、
二
男
、
長
女
、
寺
族
と
檀
信
徒
の
皆
様
の

お
支
え
の
も
と
、
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

長
女
が
誕
生
し
た
二
〇
二
〇
年
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
流
行
し
、
そ
の
影
響
で

二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
、
不
要
不
急
の
外
出
は
制
限

さ
れ
、お
寺
で
の
活
動
も
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

葬
儀
会
場
、
火
葬
場
も
閉
鎖
と
な
り
、
自
宅
待
機
の

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
で
は
枕
経
の
他
、
亡
く
な
る
前
に
お
経
を

あ
げ
て
欲
し
い
と
い
う
お
願
い
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
病
室
へ
の
入
室
人
数
制
限
も
あ

り
、
駆
け
付
け
た
ご
家
族
に
は
病
院
外
で
待
機
し
て

い
た
だ
き
、
テ
レ
ビ
電
話
を
使
用
し
て
、
最
期
の
時

間
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
経
の
後
、
お

別
れ
を
迎
え
る
一
瞬
ま
で
、
涙
を
流
さ
れ
な
が
ら
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
お
姿
が
今
で
も
印
象

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
宗
教
の
必
要
性
、
僧

侶
の
あ
り
方
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
赴
任
先
、
海
雲
山
龍
仙
寺
で
は
、
例
年
六
月

に
四
日
間
に
渡
り
施
食
会
を
厳
修
し
て
お
り
、
沢
山

の
供
養
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
か
ら
は
、
例
年
の
よ
う
に

メ
ン
バ
ー
さ
ん
が
集
ま
っ
て
お
勤
め
す
る
事
は
で
き

ず
、
そ
こ
で
、
理
事
会
と
協
議
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
配
信
を
初
め
て
導
入
し
た
結
果
、
例
年
と
変
わ
ら

ず
た
く
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
二
百
名
程
参
列
い
た
だ
く
、
新
春
大
般

若
祈
祷
会
で
は
お
札
と
御
守
り
の
ご
祈
祷
を
前
日
に

済
ま
せ
、
当
日
は
本
堂
内
を
ご
本
尊
様
に
向
か
っ
て

一
方
通
行
に
し
、
受
付
、
ご
焼
香
、
理
趣
分
で
の
ご

祈
祷
を
お
授
け
し
、
お
札
・
御
守
り
を
お
配
り
し
、

ご
帰
宅
い
た
だ
く
形
を
取
り
ま
し
た
。
来
山
さ
れ
た

み
な
さ
ん
の
マ
ス
ク
の
下
は
笑
顔
で
、
中
に
は
「
こ

れ
な
ら
五
分
で
帰
宅
で
き
る
」
と
大
変
喜
ば
れ
て
お

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

八
年
目
と
な
っ
た
ハ
ワ
イ
で
の
布
教
活
動
で
、
ハ

ワ
イ
曹
洞
宗
は
一
仏
両
祖
の
み
教
え
、
日
系
移
民
の

文
化
と
ハ
ワ
イ
独
自
の
文
化
が
融
合
し
、
今
日
ま
で

興
隆
し
て
来
た
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
戦
時
中
、
日
系
移
民
の
方
々
は
ア
メ
リ
カ
国
籍

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
制
収
容
さ
せ
ら
れ
て

い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
釈
尊

降
誕
の
際
に
は
、
甘
茶
の
代
わ
り
に
、
手
に
入
る

コ
ー
ヒ
ー
を
薄
め
て
お
祝
い
を
し
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
日
系
移
民
の
方
々
は
、
様
々
な
困
難
を
乗
り

越
え
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。

海
外
で
の
活
動
は
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
と
思
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
「
何
か
」
を
教
え
て
く
れ
て
い
る

様
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

合
掌

布
施
の
心
と
共
に

ハ
ワ
イ
よ
り

長
慶
寺

副
住
職

深

川

尚

隆
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五
庵
山
抄

は
汗
を
か
き
っ
ぱ
な
し
。
か
つ
て
は
朝
ご

飯
前
の
日
課
に
し
て
い
た
庭
作
務
も
、
体

力
不
足
で
で
き
な
く
な
っ
た
。
庭
木
の
手

入
れ
、
草
む
し
り
、
落
ち
葉
集
め
な
ど
秀

子
さ
ん（
後
継
者
の
奥
さ
ん
）が
大
変
だ
。

東
堂
と
は
い
え
、
仏
飯
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
在
家
の
皆
さ
ん
と
何
ら
変
わ
ら
ぬ

暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
こ
れ
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
。

ポ
リ
コ
レ
っ
て
？

清
徳
寺
住
職

鈴

木

泰

賢

「
ポ
リ
コ
レ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ

ク
ト
ネ
ス
」
の
略
称
で
、
直
訳
で
は
「
政

治
的
正
し
さ
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
特

定
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
差
別
的
な
意
味

や
誤
解
を
含
ま
ぬ
よ
う
政
治
的
・
社
会
的

に
中
立
な
表
現
を
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
で
は
、人
種
、性
別
、国
籍
、宗
教
、

年
齢
、
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
不
当
な
差

別
を
防
ぐ
と
の
考
え
か
ら
、「
ポ
リ
コ
レ
」

は
「
多
様
性
の
尊
重
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
言
葉
が

連
日
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
、
理
解
を
求
め

て
い
る
の
も
こ
う
い
っ
た
「
ポ
リ
コ
レ
」

と
い
う
考
え
が
根
本
に
働
い
て
い
る
か
ら

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
は
民
主
主
義
、
言
い
換

え
れ
ば
「
多
数
決
主
義
の
国
家
」
多
く
の

賛
同
意
見
を
得
た
人
の
発
言
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
で
す
。
こ
れ
で
は
少
数
派
の
意
見

は
、
も
み
消
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。

は
て
さ
て
何
か
妙
案
は
な
い
も
の
か
？

翻
っ
て
見
れ
ば
我
が
仏
教
の
根
本
思
想

は
「
中
道
」。
現
代
風
に
言
い
換
え
れ
ば

バ
ラ
ン
ス
と
も
言
え
ま
す
。
多
数
派
に
よ

る
不
当
な
差
別
、
排
除
で
も
な
く
、
か
つ

少
数
派
へ
の
過
度
な
配
慮
で
も
な
い
、
そ

ん
な
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
。
そ
も
そ
も

日
本
に
他
宗
教
の
排
除
と
い
う
感
覚
は
無

く
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
禁
止

と
い
う
例
外
を
除
け
ば
、
外
来
宗
教
で
あ

る
仏
教
を
取
り
込
み
神
道
や
様
々
な
土
着

の
宗
教
と
和
合
し
て
き
ま
し
た
。
実
は
こ

の
宗
教
的
バ
ラ
ン
ス
感
覚
こ
そ
現
代
の

「
ポ
リ
コ
レ
」
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
「
中
道
」
の
教
え
の
中
に
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

近
況
を
綴
る

龍
江
寺
東
堂

荒

川

高

明

高
校
で
同
職
し
た
友
人
の
奥
さ
ん
か
ら

年
賀
欠
礼
の
挨
拶
状
を
い
た
だ
い
た
。
友

人
が
亡
く
な
っ
た
の
だ
。
お
悔
や
み
に
参

上
す
る
と
、
認
知
症
の
た
め
施
設
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
「
う
ち
へ
帰
り

た
い
、
帰
り
た
い
」
と
よ
く
言
っ
て
い
た

と
い
う
。
そ
う
言
え
ば
、
亡
く
な
ら
れ
た

板
橋
老
師
も
仰
っ
て
い
た
「
施
設
に
は
入

り
た
く
な
い
ね
」
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
。
最

後
だ
け
は
自
分
の
家
で
気
ま
ま
に
暮
ら
し

た
い
。

日
頃
、
健
康
に
は
注
意
し
て
い
た
の
だ

が
と
う
と
う
や
ら
れ
た
。
一
昨
年
の
秋
、

よ
も
や
と
お
も
っ
て
い
た
「
脳
梗
塞
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
来
、
病
院
通
い
は

忙
し
く
な
る
し
、
諸
事
万
端
、
何
か
と
不

自
由
き
わ
ま
り
な
く
「
生
老
病
死
は
苦
な

り
」
と
納
得
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

ヨ
ガ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
や
っ
て

い
る
上
の
娘
が
、
時
々
仙
台
か
ら
見
舞
い

に
帰
っ
て
き
て
は
私
に
、
ハ
ッ
パ
を
か
け

て
い
く
「
何
に
も
し
な
い
と
、
歩
け
な
く

な
る
わ
よ
。
足
腰
鍛
え
て
！
」
そ
こ
で
、

父
親
は
「
膝
・
腰
・
肩
の
痛
み
が
取
れ
る

関
ト
レ
」
な
ど
健
康
書
を
買
い
込
ん
で
早

速
実
践
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
「
脳
梗
塞
」

以
来
休
ん
で
い
た
が
再
開
、
今
年
の
夏
は

暑
く
て
外
は
歩
け
な
か
っ
た
が
、
幸
い
お

寺
に
は
本
堂
の
廊
下
が
あ
り
、
結
構
二
・

三
千
歩
く
ら
い
は
歩
け
る
。
十
月
は
頑

張
っ
て
五
万
歩
を
超
え
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
こ
れ
が
健
康
維
持
の

日
課
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
新
聞
以
外
の
活
字
か
ら

は
、
す
っ
か
り
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

思
い
立
っ
て
手
持
ち
の
「
良
寛
さ
ん
」
関

係
書
を
そ
ろ
え
た
が
、
数
ヶ
月
た
っ
て
も

机
の
片
隅
で
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
。

住
職
交
代
後
、
寺
院
経
営
は
誠
峰
さ
ん

（
後
継
者
）
に
一
切
お
任
せ
、
誠
峰
さ
ん

─
第
九
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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世
の
中
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

見
性
寺
東
堂

佐
々
木

征
満

昨
年
は
大
変
な
暑
さ
の
夏
で
し
た
。
今

年
は
も
っ
と
暑
く
な
る
で
し
ょ
う
。
誰
も

が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
原
因
は
地
球
温
暖

化
の
せ
い
で
す
。
人
類
が
こ
れ
ま
で
長
い

間
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
て
き
た
、
自
然

破
壊
で
環
境
汚
染
の
「
つ
け
」
が
今
こ
う

し
て
我
が
身
に
降
り
か
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
ピ
ー
ク
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
元

の
地
球
の
状
態
に
戻
す
に
は
、
五
十
年
・

百
年
と
い
う
長
い
時
間
が
か
か
る
そ
う
で

す
。
も
う
一
つ
心
配
な
こ
と
は
、
地
方
の

過
疎
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
で
す
。
す
で

に
小
さ
な
集
落
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
所

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
、
寺
院
を
運

営
し
て
い
く
上
で
大
き
な
問
題
で
す
。

し
か
し
良
く
考
え
て
み
る
と
人
口
が
減

少
し
て
い
る
の
は
先
進
国
と
言
わ
れ
る
日

本
な
ど
で
、
世
界
の
人
口
は
今
爆
発
的
に

増
加
し
て
い
る
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ
が

そ
う
で
す
。
間
も
な
く
世
界
の
人
口
は

八
十
億
に
達
し
ま
す
。
す
る
と
ど
う
な
る

か
。
次
に
起
こ
る
の
が
世
界
的
な
食
料
不

足
の
危
機
的
状
況
で
す
。
戦
争
や
温
暖
化

に
よ
る
地
球
規
模
で
の
災
害
で
す
で
に
食

料
は
不
足
し
て
い
ま
す
。そ
う
な
っ
た
時
、

食
料
の
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本

な
ど
は
一
番
困
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
最
近

や
た
ら
に
テ
レ
ビ
で
は
グ
ル
メ
番
組
が
多

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
今
の

う
ち
で
す
。
そ
ん
な
余
裕
な
ど
無
く
な
る

時
が
来
ま
す
。

こ
れ
か
ら
二
十
年
・
三
十
年
後
。
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。「
良
い
方
に
い
く
の
か
。

そ
れ
と
も
悪
い
方
に
進
む
の
か
。」

願
わ
く
ば
、
孫
の
代
に
は
良
い
世
の
中

に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

母
と
の
お
別
れ

梅
林
寺
住
職

木

村

髙

寛

白
神
山
地
も
す
っ
か
り
雪
に
覆
わ
れ
、

白
菊
の
花
が
一
際
清
ら
か
な
香
り
を
漂
わ

せ
る
頃
、
母
を
見
送
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
面
会
も
家
族
一
人
、
十
五
分
間
で
し

た
。「
呼
吸
も
荒
く
…
…
つ
ら
か
ろ
う
に
、

こ
れ
以
上
頑
張
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。」
と
さ
え
思
い
ま
し
た
。

息
を
引
き
取
り
、
家
に
帰
っ
て
来
た
母

の
お
だ
や
か
な
顔
を
見
て
、
気
づ
い
た
事

が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
荒
い
息
遣
い
は
「
生
き
て
い
た
」

の
で
は
な
く
、
お
釈
迦
様
よ
り
お
預
か
り

し
た
命
を
最
後
の
一
呼
吸
ま
で
「
生
き

き
っ
て
い
る
」
姿
だ
っ
た
と
教
え
ら
れ
ま

し
た
。「
生
き
る
と
は
、
亡
く
な
る
と
は

こ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。」
と
。

信
仰
と
は
、「
生
き
て
い
る
」
で
は
な

く「
生
か
さ
れ
て
い
る
」と
気
づ
く
こ
と
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
実
践
す
る
姿
が
信
仰
生

活
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

次
に
介
護
で
す
。
ど
ん
な
動
物
で
も
子

ど
も
が
授
か
れ
ば
、
例
え
ば
犬
や
猫
も
皆

子
育
て
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
介
護
を
し

て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
が
出
来
る
の
は
人
間
だ
け
か
と
思
い

ま
す
。
子
育
て
を
し
、
親
を
介
護
す
る
。

最
後
に
手
を
に
ぎ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
な
り
に
見
送

れ
た
と
思
い
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
「
出
来
る
こ
と
を

精
一
杯
」
す
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
と
思
い

ま
す
。
今
は
、
仏
壇
に
毎
朝
線
香
を
上
げ

る
時
、
お
経
よ
り
も
先
に
「
ご
め
ん
な
さ

い
」
そ
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
色
ん
な
想
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。「
い
の
り
」
た
っ
た
三
文
字

の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
で
は
残
せ
な
い
、

で
も
そ
こ
に
流
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
心

が
あ
り
ま
す
。

瑩
山
禅
師
様
も
こ
の
大
切
さ
を
『
た
と

え
難
値
難
遇
の
事
有
る
も
』（
瑩
山
禅
師

「
洞
谷
忌
」）
た
と
え
ど
ん
な
困
難
に
出
会

お
う
と
も
、
誓
願
（
願
い
）
の
中
に
生
き

て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
菩
薩
行
に
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
大
事
な
こ
と
だ
と
お
示
し
下
さ
っ
た

の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

仏
教
は
、
仏
（
菩
薩
）
に
成
れ
る
宗
教

で
す
。
仏
に
成
る
と
書
い
て
「
成
仏
」
と

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
智
恵
（
教
え
）
と

慈
悲
を
誓
願
と
し
ま
す
。
教
え
を
生
活
の

中
で
実
践
す
る
人
を
菩
薩
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
拠
り
所

と
し
て
、生
き
る
私
た
ち
を
い
う
の
で
す
。

こ
ん
ど
は
、
私
が
親
の
番
で
す
。
親
か

ら
頂
い
た
報
恩
行
を
家
族
・
社
会
に
お
返

し
し
て
い
く
。
そ
れ
を
供
養
と
言
い
、
成

仏
と
言
う
の
だ
と
最
後
に
母
が
、
我
が
身

を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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食
べ
物
を
粗
末
に
す
る
と

松
庵
寺
住
職

渡

邊

紫

山

小
学
校
の
頃
、
よ
く
親
か
ら
い
わ
れ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
お
茶
碗
に
残
っ
た
ご

飯
粒
を
、
き
れ
い
に
食
べ
な
い
と
「
も
っ

た
い
な
い
よ
」
と
…
…
。

秋
田
に
来
て
し
ば
ら
く
し
て
講
演
会
が

あ
っ
た
。
も
う
四
十
年
前
に
な
る
。
山
形

の
教
育
評
論
家
「
佐
藤
藤
三
郎
先
生
」
の

お
話
で
あ
る
。
先
生
は
無
着
成
恭
さ
ん
の

「
山
び
こ
学
校
」
の
初
代
卒
業
生
。
お
生

ま
れ
は
上
山
温
泉
で
有
名
な
と
こ
ろ
。
先

生
は
狸
森
（
む
じ
な
も
り
）
と
い
う
集

落
の
事
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
。
そ

こ
は
上
山
市
か
ら
車
で
二
十
分
の
と
こ

ろ
。
三
十
年
前
は
三
百
軒
ぐ
ら
い
の
集
落

で
あ
っ
た
の
が
、
今
や
た
っ
た
の
六
軒
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
訳
は
ど
う
や
ら

食
べ
物
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
日
本
の

食
の
自
給
率
が
下
が
っ
て
き
た
頃
か
ら
、

田
舎
の
村
に
演
歌
を
流
し
て
ト
ラ
ッ
ク
が

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
移
動
販
売

車
で
あ
る
。
自
分
の
土
地
で
と
れ
た
物
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
昔
の
暮
ら
し
は
ど
こ
へ

や
ら
、
ど
こ
で
も
同
じ
も
の
が
食
べ
ら
れ

る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
土
地
の
女
性
が
村

を
去
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
女
性
の
い
な
い

村
に
は
魅
力
が
な
い
、
男
性
も
次
か
ら
次

と
村
を
出
て
行
き
。
そ
し
て
と
う
と
う

…
…
。

先
生
曰
く
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、

村
人
の
価
値
観
の
変
化
で
あ
る
と
い
う
。

生
活
の
利
便
性
の
最
優
先
に
し
て
き
た
結

果
だ
。
緑
の
村
や
育
っ
た
家
を
捨
て
て
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
都
市
部
に
向
か
っ
て
出

て
行
く
人
々
。
若
い
労
働
者
が
働
く
会
社

が
な
い
田
舎
町
で
は
、
そ
れ
も
仕
方
な
い

こ
と
、
跡
継
ぎ
は
皆
都
会
に
、
老
齢
化
も

進
ん
で
、
こ
こ
数
年
で
町
並
み
が
歯
の
抜

け
て
ゆ
く
よ
う
に
少
な
く
な
っ
た
。
町
存

続
の
危
機
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

高
度
経
済
成
長
の
影
で
、
若
者
の
引
き

こ
も
り
、
う
つ
病
が
増
え
て
き
た
。
ド
イ

ツ
で
は
、
土
い
じ
り
が
精
神
状
態
を
安
定

さ
せ
る
と
い
う
。
農
業
の
担
い
手
問
題
を

解
決
す
る
ヒ
ン
ト
が
有
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
。

高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、
我
が
町
も
秋

田
市
ま
で
三
十
分
と
な
り
便
利
は
良
く

な
っ
た
が
、
へ
た
を
す
る
と
あ
の
狸
森
の

よ
う
に
な
り
は
し
な
い
か
？
「
食
べ
物
を

粗
末
に
し
て
き
た
」し
っ
ぺ
返
し
が
怖
い
。

だ
か
ら
今
こ
そ
大
き
な
声
で
言
い
た
い
。

み
ん
な
で
食
べ
物
を
大
切
に
し
よ
う
。
農

業
・
農
家
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
田
舎
は

生
き
残
れ
な
い
と
！

合
掌

頂
相
と
賛

長
泉
寺
東
堂

柳

川

宣

史

俳
句
を
趣
味
に
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
小
学
校
の
俳
句
教
室

の
指
導
に
出
向
い
て
い
る
。
国
文
祭
が
秋

田
県
で
開
催
さ
れ
た
時
、
わ
が
町
で
は
小

中
学
生
の
俳
句
大
会
を
や
る
こ
と
に
な
っ

た
。
次
年
度
か
ら
「
あ
き
た
白
神
子
ど
も

俳
画
大
会
」
と
し
て
続
け
て
い
く
こ
と
を

提
案
し
、
教
育
委
員
会
の
主
催
で
今
年
十

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

俳
画
は
、
蕪
村
が
大
い
に
得
意
と
し
た

そ
う
で
、
俳
句
と
絵
画
を
一
紙
面
に
描
き

両
方
を
合
わ
せ
味
わ
う
も
の
。
そ
れ
と
同

趣
向
で
、
俳
写
と
い
う
の
も
あ
る
。

俳
画
の
ま
と
め
方
と
し
て
は
「
に
お
い

付
け
」
と
「
べ
た
付
け
」
と
い
う
二
種
類

が
あ
る
。
前
者
は
、
俳
句
の
意
味
合
い
と

画
が
心
持
ち
で
つ
な
が
り
、
い
わ
ゆ
る
画

の
賛
と
い
う
不
即
不
離
の
も
の
が
本
来
で

あ
る
。
し
か
し
、
児
童
た
ち
に
は
少
々
無

理
な
注
文
な
の
で
、
俳
句
と
画
が
一
致
す

る
「
べ
た
付
け
」
と
い
う
表
現
で
よ
い
こ

と
に
し
て
い
る
。

先
人
が
申
す
に
は
～
赤
ト
ン
ボ
が
出
る

俳
句
に
、
赤
ト
ン
ボ
の
絵
を
つ
け
る
の
は

知
恵
が
な
い
～
と
あ
る
。
で
も
以
前
、
長

野
へ
の
旅
の
土
産
に
求
め
て
き
た
『
一
茶

か
る
た
』
の
読
み
札
と
切
り
絵
の
取
り
札

は
、
全
て
「
べ
た
付
け
」
な
の
だ
。
か
る

た
は
子
供
の
遊
び
用
な
の
で
、
俳
句
と
絵

が
一
致
し
な
い
と
取
れ
な
い
た
め
な
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
一
概
に
「
に
お
い

付
け
」
が
優
れ
て
「
べ
た
付
け
」
が
二
の

次
だ
と
蔑
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
表
題
の
禅
僧
の
「
頂
相
と

賛
」
と
の
関
係
は
如
何
だ
ろ
う
か
？
と
考

え
て
み
た
。
軽
々
し
く
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

「
べ
た
付
け
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

絵
と
賛
が
掛
け
離
れ
て
い
て
は
、
頂
相
の

本
人
に
何
で
も
よ
い
賛
を
書
き
加
え
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ご
無
礼
な

思
慮
だ
ろ
う
か
。
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コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の

　
　
　
　「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」

宝
昌
寺
住
職

新

川

泰

道

去
る
十
一
月
十
九
日
、
北
秋
田
市
に
て

行
わ
れ
た
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
結
成
三
十
一
周

年
記
念
公
開
講
座
「
愛
す
る
人
が
他
界
し

た
ら
…
…
死
別
の
悲
嘆
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

を
考
え
る
」（「
所
報
」
一
三
六
号
も
ご
参

照
く
だ
さ
い
）
開
催
に
際
し
て
、
秋
田
県

宗
務
所
や
県
北
の
各
教
区
、
秋
田
曹
青
な

ど
各
種
団
体
、
御
寺
院
様
か
ら
ご
後
援
ご

協
賛
を
賜
り
、
当
日
は
約
二
百
名
も
の
ご

来
場
を
い
た
だ
き
無
事
円
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
と
宗
教
の
接
点
や
傷
つ
い
た
人
々

へ
の
癒
し
に
関
し
て
、
貴
重
な
提
言
を
な

さ
っ
て
こ
ら
れ
た
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
先

生
（
京
都
大
学
・
政
策
の
た
め
の
科
学
ユ

ニ
ッ
ト
特
任
教
授
）
の
お
話
は
、
親
し
み

や
す
く
且
つ
貴
重
な
示
唆
に
富
ん
だ
内
容

で
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
も
感
銘
深

く
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

家
庭
の
中
か
ら
病
院
や
施
設
、
葬
儀
社

へ
の
「
外
部
委
託
」
が
進
ん
だ
こ
と
で
肉

親
の
老
い
や
病
、
死
に
つ
い
て
触
れ
る
場

面
が
激
減
、
か
つ
て
は
家
庭
で
自
ず
と
為

さ
れ
て
い
た
「
死
の
準
備
教
育
」
が
な
い

ま
ま
で
の
死
別
に
よ
る
悲
嘆
は
近
年
、
よ

り
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
更
に
コ
ロ
ナ
禍

の
期
間
中
、
会
う
べ
き
人
に
会
え
な
い
無

念
さ
を
抱
え
た
人
々
も
大
勢
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
全
国
の
遺
族
対
象
の
調
査
で
、

葬
儀
に
関
す
る
何
ら
か
の
不
満
が
遺
族
の

身
心
へ
の
影
響
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
の
後

の
医
療
や
福
祉
へ
の
依
存
度
が
増
加
と
の

指
摘
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
今
の
「
家
族
葬
」
の
流
行
に
も
危
惧

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
致
し
方
な
い
と

し
て
も
、
そ
の
風
潮
が
継
続
さ
れ
て
い
る

現
状
は
由
々
し
き
事
態
で
す
。
過
剰
に
盛

大
な
葬
儀
で
あ
る
必
要
は
な
い
も
の
の
、

故
人
と
ご
縁
の
あ
っ
た
方
に
一
人
で
も
多

く
知
ら
せ
る
べ
き
、
そ
れ
が
後
々
の
遺
族

心
理
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
要
素
が
多
い
こ

と
も
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

遺
族
ケ
ア
の
観
点
か
ら
も
儀
式
や
読
経

に
は
力
が
あ
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
、
仏
事

の
場
で
大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

と
日
頃
か
ら
接
す
る
私
達
は
、
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
へ
の
考
察
を
よ
り
深
め
て
い
か
ね
ば

と
の
思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
に
感
謝
を

安
養
寺
住
職

佐
々
木

教

悦

高
校
通
学
の
時
は
岩
波
文
庫
の
「
正
法

眼
蔵
随
聞
記
」
を
「
お
守
り
」
代
わ
り
に

い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

大
学
の
時
に
竹
友
寮
に
て
沢
山
の
法
友
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
屋
は
三
階

で
、
そ
こ
に
は
寮
監
室
が
あ
り
、
鈴
木
格

禅
老
師
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
邪
魔
し
て

「
発
心
正
し
い
か
ら
ざ
れ
ば
万
行
空
し
」

と
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
又
あ
る
老
師
に

は
「
心
の
中
に
お
寺
を
」
と
。

そ
し
て
東
京
に
就
職
し
た
の
で
帰
っ
て

こ
な
い
と
思
っ
た
母
に
「
大
学
に
や
ら
な

け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

本
山
に
安
居
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
世

話
に
な
り
、
法
友
も
増
え
ま
し
た
。
戻
っ

た
ら
母
が
、
法
衣
箪
笥
・
本
箱
を
買
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

当
寺
は
何
も
な
く
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で

し
た
。
教
本
・
仏
具
・
仏
像
と
準
備
を
し

て
い
ま
し
た
。
住
職
辞
令
を
頂
き
一
ヶ
月

で
日
本
海
中
部
地
震
に
罹
災
し
ま
し
た
。

晋
山
式
の
資
金
で
復
旧
し
、
マ
イ
ナ
ス
か

ら
の
出
発
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

数
年
後
に
幸
い
晋
山
式
修
行
を
致
し
ま

し
た
。
酒
井
得
元
老
師
を
名
誉
団
長
に
印

度
仏
跡
参
拝
、
大
乗
寺
東
隆
真
老
師
を
団

長
に
天
童
寺
二
度
目
の
参
拝
、
両
本
山
参

拝
と
報
恩
報
告
の
参
拝
が
で
き
ま
し
た
。

母
の
勧
め
で
も
あ
り
、
大
変
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
住
職
四
十
年
の
知
ら
せ
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
間
法
類
・
教
区
・
檀
信

徒
を
始
め
沢
山
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
お
世

話
に
な
り
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
両
親
兄
弟
を
見
送
り
、
法
友
も

何
名
か
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。「
我
以
外
皆

我
師
」（
吉
川
英
治
）
す
べ
て
の
皆
様
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
代
三
回
忌
に
は
「
在
家
聖
典
」
を
、

二
十
三
回
忌
に
は
「
輪
袈
裟
」
を
檀
信
徒

皆
様
に
進
呈
し
ま
し
た
。
今
年
は
「
仏
遺

教
経
」
を
準
備
し
ま
し
た
。

「
発
心
正
し
い
か
ら
ざ
れ
ば
～
」・「
心

の
中
に
お
寺
を
」
い
ま
果
た
し
て
。
そ
し

て
ま
た
新
し
く
「
随
聞
記
」
を
購
入
し
ま

し
た
。
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ク
マ
と
私

梅
林
寺
副
住
職

木

村

高

寿

近
年
日
本
各
地
で
熊
に
よ
る
被
害
が
急

増
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
私
た
ち
の
住
む

こ
の
秋
田
県
で
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
私
の
住
む
県
北
部
の
能
代
市

二
ツ
井
町
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
法
事
な
ど
で
お
檀
家
さ
ん
の
家

に
お
じ
ゃ
ま
す
る
と
熊
の
話
題
に
な
る
こ

と
も
多
く
、こ
の
間
は「
何
処
に
出
た
」「
熊

が
出
る
か
ら
今
年
は
干
し
柿
が
外
に
吊
る

せ
な
い
」
な
ど
、
様
々
な
悩
み
や
対
策
の

話
ま
し
た
。
そ
の
中
で
あ
る
御
檀
家
さ
ん

の
家
で
、
ご
法
事
の
後
で
の
お
茶
を
い
た

だ
い
て
い
る
時
に
、
前
日
の
熊
の
ニ
ュ
ー

ス
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
子
熊
が
民
家

の
小
屋
に
入
り
最
終
的
に
殺
処
分
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
お
檀
家
さ
ん
の
一
人

が
「
本
当
に
可
哀
想
。
そ
ん
な
こ
と
し
な

く
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
和
尚
さ
ん
は

ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
と
問
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
そ
の
質
問
に
す
ぐ
に
は
答
え
ら

れ
ず
、
結
局
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
こ
と
を
言

い
お
茶
を
濁
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
檀

家
さ
ん
の
言
う
気
持
ち
も
分
か
る
が
、
私

自
身
、
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
意
見

に
素
直
に
同
意
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
少
し
前
に
私
の
お

寺
の
境
内
地
に
も
、
熊
が
出
没
し
て
い
た

か
ら
で
す
。
境
内
地
に
は
栗
の
木
が
あ
り

毎
年
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
実
り
が
あ
り

ま
す
。
私
に
は
幼
い
子
供
が
お
り
、
そ
の

日
は
妻
と
呑
気
に
「
明
日
は
子
供
と
一
緒

に
初
め
て
の
栗
拾
い
を
や
ろ
う
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
お
寺
で
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
外
か
ら
バ
キ
バ
キ
と
聞
き

慣
れ
な
い
音
が
し
ま
す
。
気
に
な
り
、
窓

か
ら
音
の
す
る
方
向
に
ラ
イ
ト
を
照
ら
す

と
、
体
長
１
メ
ー
ト
ル
位
の
熊
が
、
栗
の

木
を
ひ
っ
か
い
て
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
て

初
め
て
見
る
野
生
の
熊
、
窓
越
し
と
は
言

え
そ
の
熊
の
息
遣
い
に
恐
怖
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
も
し
家
族
が
栗
拾
い
し
て
い
る
時

だ
っ
た
ら
、
お
檀
家
さ
ん
が
法
事
や
お
墓

参
り
で
お
寺
に
来
て
い
る
時
だ
っ
た
ら
と

思
う
と
恐
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
後
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
い

く
中
で
、
ど
の
よ
う
に
熊
と
い
う
予
想
の

出
来
な
い
自
然
と
付
き
合
っ
て
い
く
か
、

ま
た
一
人
の
僧
侶
と
し
て
熊
と
い
う
命
と

向
き
合
っ
て
い
く
か
、
様
々
な
課
題
を
よ

り
深
く
考
え
、
精
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

「
若
い
頃
の
暴
飲
暴
食
」
の
つ
け

盛
沢
寺
住
職

富

岳

正

純

今
年
か
ら
年
金
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ

た
。
満
六
十
五
歳
を
過
ぎ
た
か
ら
だ
。
国

民
年
金
な
の
で
微
々
た
る
も
の
だ
。
し
か

し
、
薬
だ
け
は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

月
一
回
の
「
ド
ッ
ク
」
で
病
院
通
い
。

そ
れ
は
、
過
去
に
七
回
も
「
脳
梗
塞
」
を

患
い
、
今
度
は
、「
糖
尿
病
」、
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
の
お
世
話
に
も
な
る
羽
目
に
陥
っ
た

為
で
あ
る
。

お
陰
で
、
車
の
免
許
を
返
上
し
、
毎
日

10
キ
ロ
の
散
歩
と
、
食
事
は
野
菜
中
心
の

食
事
と
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

で
あ
る
。
炭
水
化
物
で
あ
る
米
、
麺
、
パ

ン
類
な
ど
の
主
食
が
殆
ん
ど
と
れ
ず
、
そ

れ
で
も
体
重
が
減
ら
な
い
の
は
ど
う
し
て

か
？
医
者
か
ら
は
、「
や
せ
な
さ
い
。
や

せ
な
さ
い
。」
と
毎
回
毎
回
、
い
や
み
で

も
言
う
よ
う
な
催
促
で
あ
る
。

皆
様
は
、
呉
々
も
、
私
の
様
な
体
験
を

な
さ
ら
な
い
様
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

特
に
若
い
青
年
層
の
皆
さ
ん
へ
。

ま
た
会
う
日
ま
で

松
庵
寺
副
住
職

渡

邊

英

心

コ
ロ
ナ
騒
動
も
落
ち
着
き
マ
ス
ク
も
取

れ
て
、
相
手
の
笑
顔
の
全
貌
が
見
え
て
嬉

し
い
で
す
。
笑
顔
の
交
換
を
す
る
と
、
心

が
魂
が
通
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
顔
を

合
わ
せ
て
目
を
見
て
話
を
し
て
、
握
手
を

し
た
り
肩
を
抱
き
合
っ
た
り
す
る
と
、
生

き
て
い
る
喜
び
が
湧
い
て
き
て
、
胸
が
熱

く
な
り
ま
す
。
昨
年
中
も
沢
山
の
ご
縁
が

あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
「
ま
た
会
え
た
」

と
い
う
の
は
と
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。

疫
病
、
災
害
、
戦
争
、
そ
し
て
自
分
自

身
の
瀕
死
の
事
故
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
健
康
に
生
き
て

い
る
の
は
奇
跡
。
あ
な
た
に
出
会
え
た
こ

と
は
奇
跡
。
そ
し
て
再
会
で
き
た
こ
と
は

も
っ
と
嬉
し
い
！
最
近
は
人
と
会
う
喜
び

の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
人
間
の
苦
し
み
の
九
割
は
対

人
関
係
の
悩
み
で
あ
る
と
ア
ド
ラ
ー
は
言

い
ま
す
。

仏
教
で
は
、
愛
別
離
苦
（
愛
す
る
人
と

別
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
苦
し
み
）、
怨

憎
会
苦
（
憎
い
人
と
会
わ
な
け
れ
ば
い
け
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な
い
苦
し
み
）
と
い
う
人
間
関
係
の
苦
し

み
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
を
喜
び
に
変
え
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
最
近
考
え

て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
怨
憎
会
苦
の
乗
り

越
え
方
に
つ
い
て
、
こ
の
間
新
聞
で
見
つ

け
た
、
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
の
言
葉
「
マ
イ
ナ

ス
心
理
に
マ
イ
ナ
ス
行
動
を
と
る
な
」
と

い
う
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
た
と
え
ば
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
が
言
葉
の
悪
い
人

で
、
客
の
こ
ち
ら
が
気
分
を
害
す
と
い
う

場
面
で
、
ム
カ
ッ
と
し
て
降
り
る
時
に
舌

打
ち
し
て
ド
ア
を
バ
タ
ン
！

な
ん
て
や

る
と
、
マ
イ
ナ
ス
心
理
に
マ
イ
ナ
ス
行
動

で
す
。
で
は
な
く
、
そ
ん
な
時
で
も
笑
顔

で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お

礼
を
言
っ
て
降
り
る
。
こ
れ
が
プ
ラ
ス
の

行
動
。
マ
イ
ナ
ス
行
動
で
は
お
互
い
に
良

い
気
持
ち
を
生
み
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ス
行

動
を
と
る
と
、
自
分
の
心
も
、
相
手
の
心

も
癒
さ
れ
、
そ
れ
が
相
手
の
変
化
の
種
に

な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
で
す
。
マ
イ
ナ

ス
心
理
に
陥
り
そ
う
な
と
き
で
も
、
相
手

を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、
そ
の
態
度
の
深
い
と

こ
ろ
に
あ
る
心
情
に
寄
り
添
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
「
憎
い
」
人
を

減
ら
し
て
い
け
る
気
が
し
ま
す
。

愛
別
離
苦
に
つ
い
て
、
愛
が
深
け
れ
ば

深
い
ほ
ど
別
れ
が
悲
し
い
の
は
ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ど
う
や
っ
た

ら
前
を
向
け
る
の
か
。
一
つ
は
、
悲
し
み

の
涙
を
、
あ
り
が
と
う
の
涙
に
変
え
る
こ

と
で
す
。
時
間
を
か
け
て
、
涙
に
込
め
る

感
情
を
変
え
、
そ
し
て
涙
枯
れ
る
ほ
ど
の

大
き
な
愛
を
知
っ
て
い
る
自
分
を
、
愛
し

て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
ま

た
、
会
え
る
と
信
じ
る
こ
と
。
住
む
世
界

が
変
わ
っ
て
も
、
愛
が
あ
れ
ば
繋
が
っ
て

い
ら
れ
る
。
ど
れ
だ
け
時
空
を
超
え
た
旅

が
続
こ
う
と
も
、
縁
が
あ
れ
ば
ま
た
ど
こ

か
で
会
え
る
。
そ
う
信
じ
る
こ
と
で
す
。

今
年
も
沢
山
の
出
会
い
や
再
会
が
あ
る

と
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

戸
惑
い
な
が
ら

鳳
来
院
副
住
職

櫻

田

元

康

早
速
の
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
今

年
で
四
十
才
に
な
り
ま
す
。
若
手
気
分
が

い
つ
ま
で
も
抜
け
な
い
ま
ま
の
ら
り
く
ら

り
と
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
す
っ
か

り
組
閣
の
中
で
は
中
堅
、
会
員
の
半
数
以

上
が
平
成
生
ま
れ
の
方
々
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、「
も
う
い
い
加
減
し
っ
か
り
し
な

け
れ
ば
な
あ
…
…
」
と
思
う
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。

孔
子
の
論
語
の
一
説
に
四
十
才
を
表
す

言
葉
で
「
不
惑
」
と
い
う
別
称
が
あ
り
ま

す
。「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
自
分
に
置
き
換
え

て
み
る
と
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
気
も
し
ま
す
。
人
の
顔
を
覚
え
る
こ
と

が
何
よ
り
も
不
得
意
で
あ
り
、
未
だ
に
御

寺
院
様
の
み
な
ら
ず
お
檀
家
さ
ん
一
人
一

人
も
存
じ
上
げ
な
い
方
が
多
く
、
お
声
が

け
さ
れ
て
も
毎
度
ど
な
た
だ
っ
た
か
逡
巡

し
て
し
ま
い
ま
す
。
元
来
の
せ
っ
か
ち
な

性
格
も
あ
り
、
早
口
に
な
っ
た
り
言
葉
足

ら
ず
だ
っ
た
と
後
々
反
省
す
る
こ
と
も

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
。

と
て
も
「
不
惑
」
と
い
う
言
葉
が
似
合

わ
な
い
性
分
だ
な
と
、
我
な
が
ら
情
け
な

い
で
す
が
、
言
い
訳
を
さ
せ
て
頂
け
る
な

ら
、
生
き
て
い
る
限
り
悩
ん
だ
り
考
え
た

り
、
時
に
迷
う
こ
と
は
必
要
な
の
で
は
と

も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
僧
侶
と
し
て
の
務

め
の
み
な
ら
ず
、
生
き
る
上
で
は
必
ず
他

の
誰
か
と
関
わ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
十
人
十
色
と
い
う
言
葉
が

あ
る
通
り
関
係
性
は
幾
重
に
も
存
在
す
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
そ
の
場
面
で
御

縁
の
あ
っ
た
一
人
一
人
に
相
応
し
い
も
の

を
。
失
敗
も
す
る
で
し
ょ
う
が
、
せ
め
て

迷
い
な
が
ら
考
え
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

年
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
性
分
が
た

や
す
く
是
正
す
る
か
は
、
あ
ま
り
自
信
を

持
っ
て
お
答
え
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
寄
稿
を
ご
覧
頂
い
て
る
皆
様
に
は
「
所

報
で
あ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
。
早
口
治
ら

な
い
な
」
等
々
の
忌
憚
な
き
お
言
葉
を
私

に
か
け
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
お
言
葉
で
十
分
で
御
座
い
ま
す
。

そ
う
し
て
本
年
も
よ
り
多
く
の
御
縁
を
頂

戴
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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仏
様
に
癒
や
さ
れ
た
研
修
旅
行

横
手
市

佐
々
木

民

子

十
年
前
、
信
号
無
視
の
車
に
車
ご
と
吹

き
飛
ば
さ
れ
「
九
死
に
一
生
」
を
得
て
か

ら
、
す
っ
か
り
出
不
精
に
な
っ
た
私
を
心

配
し
た
娘
に
誘
わ
れ
て
始
め
て
野
外
研
修

旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

猛
暑
続
き
の
横
手
、
な
ぜ
か
前
日
は
豪
雨

で
、
駅
に
問
い
あ
わ
せ
る
と
「
今
の
と
こ

ろ
大
曲
秋
田
間
は
運
休
」
と
の
返
事
で
し

た
。
当
日
、
始
発
の
列
車
が
動
い
た
の
に

「
ホ
ッ
」
と
し
、
今
度
は
禅
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
方
と
バ
ス
で
ま
た
横
手
へ
。
大
屋
梅

の
里
の
正
傳
寺
様
を
参
拝
、
禅
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
の
お
力
添
え
で
、
念
願
の
秘
仏
観

音
菩
薩
像
を
拝
観
す
る
こ
と
が
出
来
。
感

謝
！

感
謝
！

観
音
様
は
奈
良
の
長
谷
寺
三
十
三
観
音

の
一
体
と
言
わ
れ
る
奈
良
時
代
の
作
。
東

北
最
古
の
金
剛
仏
で
県
指
定
文
化
財
で

す
。
観
音
様
は
清
ら
か
な
ご
尊
顔
で
、
ゆ

る
や
か
に
衣
を
ま
と
い
、
火
災
に
遭
わ
れ

片
腕
が
痛
々
し
い
の
に
、
ま
な
ざ
し
は
慈

悲
深
く
、
人
々
を
優
し
く
包
み
こ
む
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
如
意
輪
菩
薩

様
に
は
、
い
つ
ま
で
も
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
昼
は
横
手
焼
き
そ
ば
を
、
ご

馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
雄
物
川
の
石
雲
山
藏
傳
寺
様
に
参

拝
し
ま
し
た
。
ご
住
職
が
ご
案
内
く
だ
さ

り
、
お
寺
の
伽
藍
は
二
○
一
三
年
に
解
体

が
始
ま
り
二
○
一
六
年
の
秋
、
落
慶
法
要

を
行
っ
た
と
の
こ
と
。

本
堂
の
丸
柱
は
直
径
一
尺
五
寸
と
一
尺

四
寸
の
欅
で
、
床
板
も
欅
、
角
柱
は
青
森

ヒ
バ
、
木
目
も
美
し
く
、
そ
こ
か
し
こ
に

こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
両
側

に
は
両
山
紋
の
入
っ

た
欄
間
が
四
枚
、
大

間
の
正
面
の
龍
は
透

か
し
彫
り
、
髭
が
長

く
正
面
を
向
い
て
い

る
お
姿
で
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
ご
本

尊
の
釈
迦
牟
尼
仏
様
、

文
殊
菩
薩
様
、
普
賢

菩
薩
様
、
十
六
羅
漢

様
、
そ
の
他
の
菩
薩

様
も
、
修
復
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
屋
根
は

雪
対
策
の
為
、
勾
配

に
と
て
も
気
を
使
っ

た
と
話
さ
れ
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
、
水

を
溜
め
て
雪
を
溶
か
す
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
と
お
聞
き
し
、
豪
雪
地
帯
な
ら
で
は

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
と
て
も
楽
し
く

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
に
皆
様
方
に
感
謝
し
、
ま
た
禅

セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
至
れ
り
尽
く
せ
り
な

ご
配
慮
に
「
三
拜
九
拜
」
し
ま
す
。
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

九

時　
　
　
　

禅
セ
ン
タ
ー
出
発

十

時
三
十
分

正
傳
寺
様
拝
観

十
二
時　
　
　
　

昼
食

十
三
時
三
十
分

藏
傳
寺
様
拝
観

十
六
時　
　
　
　

禅
セ
ン
タ
ー
到
着

（
拝
観
時
間
は
各
約
一
時
間
）

事
業
報
告
（
宗
務
所
だ
よ
り
）

九
月
二
十
一
日

仏
教
講
座

　
　
野
外
研
修

正
傳
寺
・
藏
傳
寺
様

　
　
参
加
二
十
八
名
・
寺
院
十
四
名
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感
動
し
て湯

沢
市

荒

井

信

子

昨
年
友
人
の
誘
い
で
初
め
て
、
天
徳
寺

様
で
の
仏
教
講
座
野
外
研
修
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
こ
の
講
座
に

参
加
し
て
い
る
方
々
は
、
天
徳
寺
様
の

色
々
な
歴
史
等
も
ご
存
じ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
、
佐
竹
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
事
、
重
要
文
化
財
及
び
指
定
文
化
財
で

あ
る
立
派
な
御
寺
院
様
と
は
知
ら
ず
に
参

加
し
て
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
各
講
座
で
の
和
尚
さ
ん
方
の
「
仏

教
語
解
説
」・「
仏
教
マ
メ
知
識
」
な
ど
を

聴
講
し
、
貴
重
な
体
験
で
有
難
く
、
ひ
た

す
ら
感
動
で
し
た
。
ま
た
和
尚
さ
ん
方
の

行
き
届
い
た
立
ち
振
る
舞
い
に
は
、
感
心

す
る
ば
か
り
で
し
た
。

令
和
五
年
度
の
野
外
研
修
は
、
私
達
四

名
は
直
接
、
湯
沢
か
ら
正
傳
寺
に
行
き
ま

し
た
。
お
寺
に
は
秋
田
か
ら
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
到
着
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
説

明
が
あ
り
、
当
初
の
密
教
寺
院
か
ら
奈
良

の
長
谷
寺
様
か
ら
拝
領
し
た
観
音
像
を
ご

本
尊
と
し
て
お
迎
え
し
て
長
谷
山
観
音
寺

と
な
り
、
そ
の
後
火
災
で
お
寺
が
焼
失
、

現
在
の
場
所
に
再
建
さ
れ
「
祝
融
山
正
傳

寺
」
に
改
称
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
梅
の
お
寺
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
秋

田
三
十
三
観
音
霊
場
一
番
札
所
、
長
い
参

道
に
は
桜
並
木
も
あ
り
、
落
ち
着
い
た
感

じ
を
受
け
ま
し
た
。

お
寺
の
紋
は
、
桐
と
菊
の
半
々
の
図
柄

で
、
本
尊
様
で
あ
る
金
剛
観
音
立
像
は
奈

良
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
高
さ
は
約

二
十
九
セ
ン
チ
、
東
北
最
古
級
で
昭
和

三
十
年
に
秋
田
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
滅
多
に
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
秘
仏
を
拝
見
で
き
、
撮
影
ま

で
さ
せ
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
雄
物
川
今
宿
に
あ
る
藏
傳
寺

に
伺
い
ま
し
た
。
今
の
ご
住
職
さ
ん
で

二
十
七
代
目
、二
百
四
十
年
歴
史
が
あ
り
、

伽
藍
は
十
年
前
に
建
て
直
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
、
建
物
は
幅
十
間
、
奥
行
七
間
、
天

井
は
三
段
で
高
く
、
雪
対
策
の
為
に
大
屋

根
の
軒
部
分
は
な
ん
と
二
メ
ー
ト
ル
、
欅

の
丸
柱
が
二
十
本
、
と
て
も
荘
厳
な
趣
で

し
た
。
ま
た
、
五
幅
の
地
獄
図
の
掛
け
軸

が
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
間
が
苦
し
み
、

悩
む
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

研
修
中
、
両
ご
住
職
・
ご
一
緒
下
さ
っ

た
和
尚
さ
ん
方
よ
り
、
心
に
残
る
お
話
を

沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
お
寺
様
の
御

朱
印
も
素
敵
で
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
感
動
致

し
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
食
べ
物
の
こ
と
で
す
。
大
屋
梅

干
し
は
十
文
字
の
道
の
駅
で
売
っ
て
い
ま

す
。
柔
ら
か
く
て
口
当
た
り
を
良
か
っ
た

で
す
。横
手
や
き
そ
ば
に
つ
い
て
は
、時
々

食
べ
に
い
っ
て
お
り
ホ
ル
モ
ン
や
き
そ
ば

が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
余
談
で
す
が
ご

紹
介
致
し
ま
す
。
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﹁
最
強
の
法
要

大
般
若
会
﹂

　
　

講
師

愛
知
県
花
井
寺
住
職

井
上

義
臣

老
師

大
般
若
に
関
し
て
、
祈
祷
祈
願
の
意
義

か
ら
講
習
が
は
じ
ま
り
、
参
詣
さ
れ
た

方
々
へ
の
「
功
徳
の
可
視
化
」
を
考
え
る

と
き
「
法
要
解
説
が
大
切
で
あ
り
、
お
し

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
説
明
が
好
ま
し
く
、
理
屈
で

は
な
く
「
心
情
・
感
情
・
感
性
」
に
訴
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」と
仰
い
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
「
心
」
が
乱
れ
な
い
よ

う
、
日
常
の
行
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
習

得
の
試
案
と
し
て
、
分
け
て
加
行
す
る
こ

と
の
具
体
案
を
次
の
よ
う
に
提
起
さ
れ
、

①
陀
羅
尼
偈
文
の
確
実
な
暗
記

②
法
要
差
定
、
手
印
を
確
実
に
覚
え
、
陀

羅
尼
読
誦
に
一
致
さ
せ
る

③
堅
璧
に
仕
上
げ
、
自
信
功
力
の
も
と
と

な
る
よ
う
に
す
る

「
道
場
が
変
わ
っ
た
り
、
参
詣
者
の
動

き
が
あ
っ
て
も
、
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な

き
よ
う
に
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
法
要
に

向
か
っ
て
欲
し
い
」
と
の
示
唆
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

﹁
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

宗
教
と
人
び
と
の
関
係
﹂

~
宗
勢
調
査
と
現
地
観
察
を
中
心
に
~

　
　
　

講
師

三
重
県
鈴
鹿
大
学
学
長

川
又

俊
則

先
生

﹁
と
も
に
生
き
る

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
﹂

講
師

福
島
県
昌
建
寺
住
職

秋　
　

央
文

老
師

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

十
月
二
十
日

梅
花
流
秋
田
県
奉
詠
大
会

﹁
唱
え
る
悦
び

集
え
る
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　

分
か
ち
合
お
う
﹂

　
　
　
　

会
場

能
代
市
文
化
会
館

　
　
　
　

参
加

講
員
さ
ん

二
九
六
名

　
　
　
　
　
　
　

師
範
・
詠
範

七
三
名

当
日
は
生
憎
の
雨
天
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
開
会
法
要
に
続
き
、
十
登
壇
の
真
摯

な
お
唱
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加

下
さ
っ
た
皆
様
の
ご
協
力
で
テ
ー
マ
を
実

感
で
き
た
大
会
で
し
た
。

十
月
三
〜
四
日

現
職
研
修
会

　
　
　
　
　
会
場

秋
田
県
宗
務
所

　
　
　
　
　
参
加

一
三
七

名
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記
念
講
演

﹁
心
ゆ
た
か
に
生
き
る
﹂

福
岡
県
南
蔵
院
住
職

林
覚
乗

老
師

※
次
回
開
催
は
、
秋
田
市
に
て
令
和
六
年

七
月
八
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

十
月
二
十
四
~
二
十
七
日

　
　

本
山
研
修
︵
大
本
山
永
平
寺
︶

　
　

参
加

檀
信
徒

三
九
名

随
伴
寺
院

三
名

他
所
員

一
日
目
は
新
潟
の
弥
彦
に
宿
泊
。
二
日

目
は
金
沢
の
兼
六
園
を
巡
り
、
大
本
山
永

平
寺
に
午
後
到
着
し
、
開
講
式
・
入
浴
・

薬
石
・
坐
禅
・
法
話
・
視
聴
覚
研
修
・
就

寝
。
翌
日
三
日
目
は
午
前
四
時
起
床
・
坐

禅
・
朝
課
・
諸
堂
拝
観
・
小
食
・
閉
講
式

の
日
課
で
本
山
研
修
し
、
そ
の
後
は
能
登

半
島
の
付
け
根
の
羽
咋
市
の
永
光
寺
様
・

氷
見
市
の
光
禅
寺
様
に
参
拝
し
、
和
倉
に

宿
泊
。
翌
日
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

坐
禅
研
修
（
大
講
堂
に
て
）

朝
課
（
法
堂
に
て
）

ご
焼
香
の
為
に
整
列
し
進
前
中

小
食
（
朝
食
）

閉
講
式
に
て

多
年
参
加
表
彰
者
の
皆
さ
ん

永
光
寺
様
に
て

光
禅
寺
様
に
て

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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十
一
月
一
日

寺
族
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

会
場

秋
田
県
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　

参
加　
　

二
十
二
名

﹁
と
も
に
生
き
る

　
　
　

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
﹂

講
師

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野

全
智

宗
師

　
　
　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
む

十
一
月
十
七
日

禅
を
聞
く
会

　
　
　
　
　

会
場

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　

参
加　
　

二
五
一
名

○
瑩
山
禅
師
大
遠
忌
予
修
法
要

○
常
済
の
光

瑩
山
禅
師
の
御
生
涯

○
記
念
講
演
﹁
大
慈
悲
心
の
誓
願
﹂

　
　
　
　
　
　
　

生
き
ら
れ
し
瑩
山
禅
師

○
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会
︵
式
典
︶

大
本
山
總
持
寺
開
山
太
祖
瑩
山
禅
師

　
　

七
○
○
回
大
遠
忌
予
修
法
要

　
　
　

導
師

宗
務
所
長

袴
田

俊
英

常
済
の
光

﹁
梅
花
流
詠
讃
歌
で
つ
づ
る

　
　
　
　
　
　
　

瑩
山
禅
師
の
御
生
涯
﹂

記
念
講
演

講
師

神
奈
川
県
大
雄
山
最
乗
寺
山
主

　
　
　
　
　
　
　
　

増
田

友
厚

老
師
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設
立
集
会
︵
式
典
︶

被
表
彰
者
︵
○
印
の
中
は
教
区
番
号
︶

住
職
永
年
勤
続
六
十
年

⑭
天
松
寺
住
職

小
森

辰
雄
宗
師

住
職
永
年
勤
続
五
十
年

②
松
樹
院
住
職

川
島

善
道
宗
師

③
林
澤
寺
住
職

青
木

和
雄
宗
師

住
職
永
年
勤
続
四
十
年

⑨
安
養
寺
住
職

佐
々
木
教
悦
宗
師

⑧
常
光
院
住
職

齋
藤

昭
道
宗
師

住
職
永
年
勤
続
三
十
年

②
長
福
寺
住
職

市
橋

文
英
宗
師

③
高
建
寺
住
職

佐
藤

成
孝
宗
師

③
瑞
光
寺
住
職

高
橋

利
寿
宗
師

⑤
龍
泉
寺
住
職

村
田

仁
志
宗
師

⑱
寿
仙
寺
住
職

小
西

靖
磨
宗
師

寺
族
表
彰

①
昌
泉
寺
寺
族

金
澤

惠
子
様

①
妙
覚
寺
寺
族

眞
崎
伊
津
子
様

⑤
雲
岩
寺
寺
族

今
野

径
子
様

⑦
満
勝
寺
寺
族

佐
々
木
典
子
様

⑦
玉
洞
院
寺
族

浅
原

道
子
様

⑧
雲
巖
寺
寺
族

桃
園
て
い
子
様

⑨
盛
澤
寺
寺
族

富
岳
冨
紀
子
様

⑫
相
川
寺
寺
族

丹
生
チ
ヨ
子
様

⑰
福
昌
寺
寺
族

加
藤

郁
子
様

⑱
寶
泉
寺
寺
族

伊
沢

啓
子
様

⑱
本
宮
寺
寺
族

佐
藤

房
子
様

②
清
源
寺
寺
族

志
田
麗
千
子
様

④
長
谷
寺
寺
族

浅
田

依
子
様

⑤
善
龍
寺
寺
族

藤
井

道
代
様

⑦
萬
松
寺
寺
族

照
井
真
紀
子
様

⑩
福
昌
寺
寺
族

保
坂

千
春
様

十
一
月
二
十
九
日

研
修
部
研
修
会
②

　
　
　
　
　
　
　

会
場

秋
田
県
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　

参
加

一
二
名

﹁
實
苗
義
産
和
尚
語
録
を
よ
む
︵
５
︶﹂

　
　
　

講
師

北
秋
田
市
龍
泉
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

俊
晃

老
師

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
む

十
二
月
十
一
日
写
経
会
仏
教
講
座
③

　
　
　
　
　
　
　

会
場

秋
田
県
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　

参
加

写
経

一
○
名

　
　
　
　
　
　
　

講
座

二
四
名

二
月
六
日

研
修
部
研
修
会
③

　
　
　
　
　
　
　

会
場

秋
田
県
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　

参
加

一
八
名

﹁
實
苗
義
産
和
尚
語
録
を
よ
む
︵
６
︶﹂

　
　
　

講
師

北
秋
田
市
龍
泉
寺
住
職

佐
藤

俊
晃

老
師

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
む

今
回
で
こ
の
研
修
は
最
後
と
の
事
で
し

た
。
令
和
四
年
二
月
八
日
に
第
一
回
が
始

ま
り
、
同
年
七
月
に
第
二
回
・
令
和
五
年

二
月
に
第
三
回
・
令
和
五
年
度
に
第
四
～

六
回
と
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

貴
重
な
研
修
を
継
続
賜
り
に
厚
く
御
礼
を

申
し
ま
す
。
機
会
を
持
っ
て
更
な
る
研
鑽

を
深
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
月
二
十
九
日

災
害
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　
　

参
加

六
名

他
所
員

二
月
二
十
九
日

宗
務
所
諮
問
委
員
会

　
　
　
　
　
　

参
加

四
名

他
所
員

三
月
六
日

梅
花
講
講
長
会

　
　
　
　
　
　

参
加

十
六
名

他
所
員
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三
月
七
日

　
　
　
　

第
六
期
梅
花
養
成
所
閉
所
式

　
　
　
　

受
講
生
十
二
名
・
講
師
四
名

令
和
四
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
二
年

間
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
修
了
と
な
り

ま
し
た
。
真
摯
に
研
鑽
下
さ
い
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
か
ら
も
梅
花
流
詠
讃
歌
の

指
導
者
を
目
指
す
方
を
養
成
す
る
為
、
第

七
期
の
初
級
・
上
級
・
研
修
の
各
コ
ー
ス

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
是
非
養
成
所

へ
入
所
し
、
研
鑽
を
重
ね
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

三
月
二
十
五
日

徒
弟
研
修
会

　
　
　
　
　
　

会
場

秋
田
県
宗
務
所

　
　
　
　
　
　

受
講
生

六
名

午
前
十
時
受
付
開
始
、
午
後
四
時
解
散

の
日
程
で
、
主
に
坐
禅
と
宗
門
教
え
に
つ

て
研
修
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
（
写
真
の
順
番
に
て
記
載
）

　
　

八
教
区
松
庵
寺

　
　
　
　
　
　

安
孫
子

し
ず
の

さ
ん

　
　
　
　
　
　

安
孫
子

昊

亮

さ
ん

　
　
　
　
　
　

安
孫
子

ふ
み
よ

さ
ん

　
　

七
教
区
長
泉
寺

　
　
　
　
　
　

中

村

丸

人

さ
ん

　
　

九
教
区
玉
鳳
院

　
　
　
　
　
　

柳

川

津

世

さ
ん

　
　
　
　
　
　

柳

川

賢

世

さ
ん

大
変
、
真
摯
に
研
修
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月日 行　　　　　　　　程 食事

10
／
21
(月 )

※大館北秋田地区の方はバス利用（道の駅大館能代空港→秋田空港）
9:25　　　　　　　　　　10:35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:45 頃
秋田空港 － ANA404 → 羽田空港 ＝ 浜離宮恩賜庭園 ＝ 国立新美術館 ＝ 總持寺泊
　　　　　　予定時刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第 54回開講式）

×
昼
夕

10
／
22
(火 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00
大本山總持寺 700回大遠忌参拝（第 54回閉講式）  ＝ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:00 頃　　　　　　　　　　　　16:30 頃
　　　　　　　　　　　　　　　 ＝ 品川：泉岳寺 ＝ 幕張 ＝ 御宿：月の砂漠記念公園 ＝ 安房鴨川温泉泊

朝
昼
夕

10
／
23
(水 )

8:30
鴨川 ＝ 鯛ノ浦（遊覧船） ＝ 海産物 ＝ 鴨川シーワールド ＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:45　　　　　　　　　17:55
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田空港 － ANA723 → 大館能代空港
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ＝ 東京アクアライン ＝ 18:05（予定時刻）　　　19:10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田空港 － ANA407 → 秋田空港

朝
昼
×

第54回檀信徒本山研修会

１、期日　10月21日～ 23日　　2、会場　大本山總持寺
３、会費　102,000円　（秋田空港利用）・108,000円　（大館能代空港利用）

※往路は秋田空港利用

《太祖瑩山紹瑾禅師700回大遠忌本山研修と房総鴨川温泉の旅》日程表

時刻は予定です。交通機関又は道路事情等により時刻・行程等が変更になる場合もあります。
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令
和
五
年
度

曹
洞
宗
保
護
司
連
合
会

秋
田
県
支
部
関
係
表
彰
者
一
覧

藍

綬

褒

章

男
鹿
地
区　
　

⑬
永
源
寺
住
職

嵯

峨

義

房

更
生
保
護
法
人

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

湯
沢
地
区　
　

⑤
永
巖
寺
住
職　
　
　

朽

木

光

紹

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

北
秋
田
地
区

⑩
源
昌
寺
住
職

奥

山

真

行

東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

男
鹿
地
区　
　

⑬
祥
雲
寺
住
職

奥

山

祖

道

秋
田
保
護
観
察
所
長
表
彰

鹿
角
地
区　
　

⑪
曹
源
院
住
職

佐
々
木

雅

也

角
館
地
区　
　

⑧
田
澤
寺
住
職

菅

原

宗

弘

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

本
荘
地
区　
　

③
圓
通
寺
住
職

近

藤

俊

彦

秋
田
県
知
事
感
謝
状

鹿
角
地
区　
　

⑪
萬
松
寺
住
職

高

田

秀

法

本
荘
地
区　
　

④
長
禪
寺
住
職

金

子

宗

元

能
代
地
区　
　

⑨
延
命
寺
寺
族

菊

地

京

子

敬
称
略
（
○
印
の
中
は
教
区
番
号
）

受
章
・
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

令
和
六
年
度

春
の
褒
章

瑞
宝
双
光
章

厚
生
保
護
功
労

⑱
養
牛
寺
住
職

藤

原

徳

義

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
９
教
区
長
が
替
わ
ら
れ
ま
し
た
。

退
任
日

令
和
６
年
３
月
31
日

鳳
来
院
住
職

茂
林

友
道

宗
師

任
命
日

令
和
６
年
４
月
１
日

梅
林
寺
住
職

木
村

髙
寛

宗
師

鳳
来
院
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

梅
林
寺
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
梅
花
流
特
派
巡
回

巡
回
（
６
月
３
～
７
日
）
特
派
師
範

北
海
道
天
童
寺
住
職
大
熊
真
龍
師
範

島
根
県
地
久
寺
住
職
櫛
本
淳
道
師
範

埼
玉
県
靜
簡
院
住
職
山
﨑
隆
宏
師
範

令
和
６
年
度
特
派
布
教
巡
回

巡
回
（
６
月
10
～
15
日
）
特
派
布
教
師

新
潟
県
正
寿
寺
住
職
呉

定
明
宗
師

岩
手
県
永
昌
寺
住
職
海
野
義
範
宗
師

岐
阜
県
智
照
院
住
職
宮
崎
誠
道
宗
師

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

※
本
年
７
月
に
県
内
に
て
布
教
師
設
検
定

会
が
開
催
予
定
で
す
。
前
回
は
平
成
30
年

で
25
名
が
受
検
し
ま
し
た
。
宗
務
庁
「
布

教
師
養
成
所
」
に
入
所
希
望
の
方
、
梅
花

流
３
級
師
範
以
上
を
受
検
さ
れ
る
方
は
、

資
格
取
得
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
是
非
こ

の
機
会
を
生
か
し
下
さ
い
。

令
和
６
年
度
布
教
師
特
設
検
定
会

○
期
日
令
和
６
年
７
月
26
日
（
金
）

（
受
検
者
が
少
数
の
場
合
、
実
施
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
会
場
１
教
区
第
17
番
補
陀
寺
様

（
秋
田
市
山
内
字
田
中
26
番
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
陀
寺
会
館

○
受
検
等
級
令
命
１
等
、
令
命
２
等

○
締
切
令
和
６
年
６
月
26
日

宗
務
所
着
６
月
10
日

（
宗
務
所
経
由
に
て
布
教
課
必
着
）

○
検
定
手
数
料
５
千
円

（
申
請
書
に
付
帯
し
て
送
金
の
こ
と
）

○
検
定
科
目
布
教
実
演
及
び
筆
記
試
験

○
試
験
範
囲
布
教
実
演

曹
洞
宗
の
宗
旨
に
準
じ
た
布
教
実
演

筆
記
試
験

令
和
６
年
度
布
教
教
化
に
関
す
る
告
諭

布
教
教
化
方
針

曹
洞
宗
宗
務
庁
版
『
仏
教
概
論
』

　
　
（
令
和
２
年
２
月
15
日
改
訂
版
）

『
曹
洞
宗
宗
制
』
よ
り
曹
洞
宗
宗
憲

　
　

及
び
曹
洞
宗
儀
礼
規
程

○
受
付

12
時
00
分
よ
り

○
服
装

改
良
衣
に
絡
子
着
用

○
問
い
合
わ
せ
先

曹
洞
宗
宗
務
庁
教
化
部
布
教
課

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

～

お

詫

び

～

所
報
の
発
行
遅
れ
に
関
し
て
の
お
詫
び

致
し
ま
す
。
年
度
計
画
で
は
１
月
発
行
し

す
る
計
画
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
所
会
に
て
遅
延
の
お
願

い
を
し
、
本
年
度
の
予
算
・
事
業
計
画
の

ご
報
告
と
併
せ
て
発
行
す
る
こ
と
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
担
当
者
を
と
し
て

期
日
を
守
れ
な
か
っ
た
事
を
、
重
ね
て
お

詫
び
致
し
ま
す
。

担
当

佐
藤
徳
祐

第137号25（　）令和６年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



教
区
寺
番

寺
院
名

御
芳
名

年

月

日

享
年

18

290

樹
温
寺

住
職
佐
々
木
徹
明
令
和
５
年
６
月
25
日

89

1

13

長
泉
寺

住
職
田
口

義
典
令
和
５
年
８
月
９
日

82

13

34

萬
境
寺

住
職
栗
田

伸
正
令
和
５
年
11
月
16
日

73

5

153

龍
泉
寺

住
職
村
田

仁
志
令
和
５
年
11
月
30
日

77

13

28

宗
泉
寺

住
職
長
谷
川
恵
光
令
和
６
年
１
月
11
日

84

6

175

香
最
寺

寺
族
國
安

文
子
令
和
５
年
５
月
25
日

94

16

206

松
雲
寺

寺
族
中
村　
　

律
令
和
５
年
７
月
12
日

98

8

220

雲
巌
寺

寺
族
桃
園
ア
キ
子
令
和
５
年
８
月
11
日

93

9

285

高
岳
寺

寺
族
市
橋
セ
イ
子
令
和
５
年
９
月
10
日

83

17

214

福
昌
寺

寺
族
加
藤

見
世
令
和
５
年
11
月
10
日

93

12

68

長
泉
寺

寺
族
大
守
テ
イ
子
令
和
５
年
12
月
29
日

98

10

292

常
光
寺

寺
族
嶋
森

壽
子
令
和
６
年
３
月
10
日

94

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

○
令
和
六
年
度

山
門
法
要
（
予
定
）

日
程

教
区

寺
院
名

法
要

４
月
21
日

13
教
区

宗
泉
寺

本
葬

４
月
29
～
30
日

５
教
区

龍
泉
寺

本
葬

５
月
22
日

16
教
区

大
慈
寺

本
葬

５
月
26
日

２
教
区

東
傳
寺

落
慶

６
月
２
～
３
日

５
教
区

廣
澤
寺

本
葬

６
月
15
日

９
教
区

善
徳
寺

本
葬

６
月
30
日

９
教
区

自
福
寺

本
葬

７
月
５
～
６
日

２
教
区

常
福
寺

本
葬

７
月
13
～
14
日

18
教
区

樹
温
寺

晋
山
・
本
葬

10
月
５
～
６
日

12
教
区

長
泉
寺

晋
山
・
結
制

10
月
15
～
16
日

１
教
区

鱗
勝
院

結
制

10
月
19
～
20
日

15
教
区

龍
泉
寺

晋
山
・
結
制
・
退
董

10
月
19
～
20
日

12
教
区

鷲
泉
寺

晋
山
・
結
制
・
本
葬

10
月
25
～
26
日

３
教
区

円
通
寺

晋
山
・
結
制
・
退
董

10
月
25
～
26
日

16
教
区

永
蔵
寺

晋
山
・
結
制
・
退
董

11
月
２
～
３
日

１
教
区

源
正
寺

晋
山
・
結
制
・
退
董

11
月
16
～
17
日

７
教
区

普
洞
院

晋
山
・
結
制
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 第１回     6月 27日（木）    
	 	 時間／10時半～12時 … 写経
	 	 　　　13時		～		16時 … 講座
	 	 会場／曹洞宗秋田県宗務所・禅センター

 第2回     9月   9日（月）    
 第3回   11月 29日（金）    
申し込み随時　受講料：初回無料
第２回・第３回500円

    11月11日（月）    
	 会場／秋田キャッスルホテル
	 講師／東北福祉大学
	 　　　学長　千葉公慈老師

    9月 20日（金）  

仏教講座

禅を聞く会

野外研修

◇問い合わせ
曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
秋田市泉三嶽根15-18 TEL(018)868-6871
ホームページ	 https://soto-akita.com/
E-mail	 info@soto-akita.com

４月 4日（木） ５月９日（木）

６月17日（月） ７月５日（金）

９月６日（金） 10月３日（木）

11月１日（金） 12月６日（金）

２月７日（金） 3月７日（金）
講習時間／10時半～15時
会場／曹洞宗秋田県宗務所・

禅センター
申し込み随時　受講料無料

梅花流講習

相  承
県
外
講
師
に
よ
る
講
義

身
に
な
る
お
話

寺
院
参
拝

見
聞
を
広
め
よ
う

御
詠
歌

心
に
響
く
お
唱
え

心
耳
を
澄
ま
す
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年 間 行 事 予 定
令和６年度（2024）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
金
管
区
宗
務
所
連
絡
協
議
会

31
水

31
土

30
火

５
教
区
龍
泉
寺
本
葬

30
木

30
日
９
教
区
自
福
寺
本
葬

30
火

30
金

30
月
教
化
活
動
推
進
企
画
委
員
会

29
月
昭
和
の
日

29
水

29
土

29
月

29
木
寺
族
会
管
区
婦
人
会
研
修
会

29
日

28
日

28
火

28
金

28
日

28
水

28
土

27
土

27
月

27
木
仏
教
講
座
①

27
土

27
火

27
金
寺
族
会
梅
花
検
定
会（
県
北
）

26
金
寺
族
会
総
会

26
日
２
教
区
東
傳
寺
落
慶

26
水
寺
族
会

26
金
所
会

布
教
講
習
・

特
設
検
定

26
月

26
木

25
木

25
土

25
火

25
木

25
日

25
水

24
水

24
金
婦
人
会
総
会

24
月

24
水
寺
族
会

24
土

24
火

23
火

23
木
寺
族
会

23
日

23
火

23
金

23
月
振
替
休
日

22
月

22
水
16
教
区
大
慈
寺
本
葬

22
土

22
月

22
木

22
日
秋
分
の
日

21
日
13
教
区
宗
泉
寺
本
葬

21
火

21
金
護
持
会
総
会
／
監
査

21
日

21
水

21
土

20
土

20
月

20
木

20
土

20
火

20
金
野
外
研
修

19
金
布
教
協
議
会

19
日

19
水

19
金
研
修
部
研
修
①

19
月

19
木

18
木

18
土

18
火

18
木

18
日

18
水

17
水

17
金
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
17
月
梅
花
講
習

17
水

17
土

17
火

16
火

16
木
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）
16
日

16
火

16
金

宗　務　所　休　務

16
月
敬
老
の
日

15
月

15
水

15
土

特派布教
９
教
区
善
徳
寺
本
葬
15
月
海
の
日

15
木

15
日

14
日

14
火

14
金

14
日
18
教
区
樹
温
寺
晋
山
・

本
葬

14
水

14
土

13
土

13
月

13
木

13
土

13
火

13
金

全国人権
梅
花
養
成
所（
研
修
）

12
金

12
日

12
水

12
金

12
月

振
替
休
日

12
木

梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）

11
木
梅
花
養
成
所（
開
所
式
）
11
土

11
火

11
木

11
日

山
の
日

11
水

10
水

10
金
布
教
師
の
会

10
月

10
水

10
土

10
火

9
火

9
木
梅
花
講
習

9
日

9
火
寺
族
会

9
金

9
月
仏
教
講
座
②

8
月

8
水
講
師
等
研
修
会

8
土

梅花特派

8
月
梅
花
県
大
会

8
木

8
日

7
日

7
火
寺
族
会

7
金

7
日

7
水

7
土

6
土

6
月
振
替
休
日

6
木

6
土
２
教
区
常
福
寺
本
葬

6
火

6
金
梅
花
講
習

5
金
寺
族
会

5
日
こ
ど
も
の
日

5
水

5
金
梅
花
講
習

5
月

5
木

4
木
梅
花
講
習

4
土
み
ど
り
の
日

4
火

4
木
管
区
人
権

4
日

4
水
管
区
寺
族
会
研
修
会

3
水

3
金
憲
法
記
念
日

3
月

梅
花
養
成
所
（
合
同
）

3
水

3
土

3
火

2
火

2
木

2
日
５
教
区
廣
澤
寺
本
葬

2
火
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
2
金

2
月

1
月

1
水

1
土

1
月
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）
1
木
寺
族
会

1
日

月/日

4

APR

月/日

5

MAY

月/日

6

JUN

月/日

7

JUL

月/日

8

AUG

月/日

9

SEP
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